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2018年度修士論文・修士研究題目 
List of M.A. Theses/Projects 2018-2019 
 
大学院総合国際学研究科 博士前期課程 
氏 名 指 導 教 員 論 文 題 目 備考 
言語文化専攻 言語・情報学研究コース 
リ ョ ウ  シ カ 望 月  圭 子 
日本語母語話者における中国語アスペクト表現の習得：中国語学習
者コーパスに基づく分析 
 
世界言語社会専攻 言語文化コース   
佐 田  陸 風間  伸次郎 
西フリジア語における完了形の助動詞 hawwe / wêze の選択に関す
る研究 
＊ 
中 村  京 介 風間  伸次郎 長崎県五島宇久島野方方言の文法概説 ＊ 
橋 本  直 樹 風間  伸次郎 トルコ語の補助動詞 –Iver について ＊ 
石 田  智 裕 望 月  圭 子 
中国語助動詞“会”の誤用から見る中国語・日本語の未実現表現――
中国語・日本語学習者コーパスに基づいた対照研究―― 
＊ 
オ ウ  セ イ ジ ョ 望 月  圭 子 
日本語と中国語におけるアスペクト表現の文法化――空間・時間の
認知的視点から―― 
＊ 
セ ン  メ ン ジ ェ 望 月 圭 子 コーパス分析による日本語複合動詞「～こむ」の用法と習得 ＊ 
フ ァ ム  テ ィ  
タ イ ン タ オ 
望 月  圭 子 ベトナム語からみた日本語のアスペクト複合動詞 ＊ 
リュウ  セイコウ 望 月  圭 子 
中国語アスペクト助詞＜－了＞の誤用：中国語学習者コーパスにお
ける日本語・英語母語話者による第二言語習得の対照研究 
 
世界言語社会専攻 国際社会コース 
泉 田  浩 子 吉田  ゆり子 近世日本における東北アジア認識 ＊ 
テ イ  コ ウ ク ン 吉田  ゆり子 近代日本におけるモンゴル認識－美術・音楽を素材に－ ＊ 
国際日本専攻 国際日本コース 
多 田  奈 保 美 阿 部  新 
ヒンディー語を母語とする日本語学習者の産出行為（発音とディク
テーション） 
  
南 井  美 香 阿 部  新 言語聴覚療法を用いた日本語音声指導の実践 ＊ 
志 摩  瞳 伊 東  祐 郎 
トランス・ランゲージング・スペースを活用したネパール人高校生
の日本語作文の教育活動についての考察 
＊ 
平 井  遥 伊 東  祐 郎 
外国につながる子どもたちを育む日本語教育の実態と展望―ボラン
ティアによる学習支援の観点から― 
  
朝 久  弘 崇 海 野  多 枝 英語を母語とする上級日本語学習者の助数詞「本」の習得 ＊ 
紺 屋  洋 亮 海 野  多 枝 語彙のネットワークから見たポーランド人日本語学習者の語彙学習   
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サ ブ ナ リ  
ハ ジ ミ  プ ト リ 
海 野  多 枝 
EPA に基づくインドネシア人看護師国家試験合格者の現状―日本
に長期滞在しない理由― 
  
ゴ  シ キ 川 村  大 受身表現に相当する機能動詞結合に関する考察 ＊ 
シ ュ ウ  ゲ ン 川 村  大 話し言葉における受身文の日中対照研究―その使用条件を中心に― ＊ 
ロ ジ ク リ エ バ  
ジ ェ ネ ッ ト 
川 村  大 
トルクメン語と日本語の受身文に関する対照研究―実例調査をもと
に― 
  
ジ ェ マ エ フ  
ラ ヒ モ ナ リ 
川 村  大 日本語とウズベク語の受身文の対照研究   
リ  ギ ョ ウ セ イ 楠 本  徹 也 日本語におけるノダ文及び対応する中国語表現について ＊ 
ソ ン  シ ョ ウ ウ 楠 本  徹 也 
中国人日本語学習者における「そうだ」「ようだ」「らしい」の習
得状況について―アンケート調査の結果を通して― 
＊ 
セ ン  エ ン テ イ 楠 本  徹 也 
接触場面における終助詞「ね」「よ」「よね」の使用状況―機能分
析を中心に 
＊ 
栗 山  直 樹 柴 田  勝 二 村上春樹作品における「やれやれ」の変遷について ＊ 
タ イ  イ エ ツ 柴 田  勝 二 村上春樹作品における「分身」の象徴性   
サ イ  ギ ョ ウ イ 柴 田  勝 二 村上文学における神話的叙述一考―作品が語る冒険から見る自我構築 ＊ 
チ ャ ラ ゴ ヴ ァ  
マリア ペトロヴァ 
柴 田  勝 二 
夏目漱石の『こころ』とドストエフスキーの『白痴』における愛の
かたち 
＊ 
リ  チ ョ ウ ウ 鈴 木  智 美 
日中同形の二字漢語における品詞の相違に関する考察 -中国語の形
容詞と同形である日本語のサ変動詞の語構成的・意味的特徴を中心
に- 
＊ 
テ イ  キ ョ ウ ギ 鈴 木  智 美 
学習者は教師からの作文フィードバックをどう活用するか ―中国
人中級日本語学習者への考察を中心に― 
＊ 
ヨ ウ  キ セ イ 鈴 木  智 美 
中国語を母語とする日本語学習者の助数詞習得に関する研究  －
「つ」・「個」のとらえ方を中心に－ 
＊ 
ポ パ  ア ン ト ン 
ミハイ 
鈴 木  智 美 
ルーマニア語を母語とする上級日本語話者の日本語習得の課程に
ついての研究―インタビュー調査に基づいて― 
  
石 本 暉 乃 友 常  勉 内村鑑三における義   
鴨  美 和 子 友 常  勉 三越百貨店の学俗協同についての考察   
ム ジ ャ ワ ル  
アフリン シャービル 
友 常  勉 
日本とインドの企業における就業経験比較と将来構想―在日インド
人会社員のナラティブ・データーからー 
  
船 戸  雅 也 友 常  勉 石田梅岩の思想における開悟と儒教的コスモロジー   
ヨ ウ  シ ウ 中 井  陽 子 日本語の口頭発表におけるフィラーに対する評価 ＊ 
リ  チ ョ ウ ケ イ 中 井  陽 子 
コミュニケーション能力を向上させるための教室活動の検証―学習
者の内省活動に基づいて― 
＊ 
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テ イ  ウ シ 中 井  陽 子 
中国人日本語学習者のあいづちの使用実態の研究 −日本語母語話
者の評価から− 
＊ 
ｳｨﾓﾝｻﾗｳｫﾝ ｱﾊﾟﾎﾟｰﾝ 中 井  陽 子 日タイ接触場面の日本語会話における言いさし発話の分析 ＊ 
石 丸  舜 花 薗  悟 日本語条件文の習得について～英語母語話者の「たち」を中心に～   
折 田  知 之 早津  恵美子 日本語表記の多様性 ＊ 
井 澤  弘 子 早津  恵美子 へノ格についての一考察 ＊ 
小 林  ゆ か り 早津  恵美子 格助詞と接続助詞の連続性―「のが」を中心に― ＊ 
リ  ギ ョ ウ カ 藤 森  弘 子 
中国における日本語学習者の動機づけの変化とその要因－自己決
定理論の視点から－ 
＊ 
チ ョ ウ  ヒ 藤 森  弘 子 
日中接触場面の日本語会話における「聞き返し」の研究―ディスコ
ース・ポライトネス理論の観点から― 
  
ｸ ﾚ ｼ ｮ ｳ ﾞ ｧ  ﾕ ﾘ ｱ 藤 森  弘 子 
ロシア人日本語学習者によるアイロニーの使用とそれに対する日
本人の評価 
  
中 村  彩 希 宮 城  徹 
留学生にとっての「居場所」とは-国費外国人留学生へのインタビュ
ー調査から- 
＊ 
キ ン  チ ョ ウ 村 尾  誠 一 
日本古典詩歌における植物表現の比較文学的研究―いわゆる四君子
の表現を中心に― 
＊ 
キ ョ ウ  カ テ キ 村 尾  誠 一 
源氏物語論―和漢比較文学的な視野による女君の死と子孫への継承
の考察 
＊ 
二 階  健 次 村 尾  誠 一 雲玉和歌抄とその時代； 人物と詞書にみる中世和歌の一齣 ＊ 
チ ン  メ イ ウ 林  俊 成 
中国日本語ネットスクール学習者の現状調査に関する研究―教師へ
の提言を視野に入れる― 
  
ヤ ン コ 林  俊 成 
中国の地方における日本語学習者のネット利用現状と学習サイト
の現状調査―二つの大学の日本語学習者を比べ 
  
ソ ン  カ イ セ イ 林  俊 成 
スカイプを通して行った遠隔教育におけるビリーフ調査―台湾の大
学生を対象に― 
  
ﾒ ﾌ ﾓ ﾉ ﾌ  ﾌ ｧ ﾙ ﾌ ｼ ﾞ ｮ ﾝ 林  俊 成 
ウズベク人日本語学習者の「ほめ」への応答とそれに対する日本語
母語話者の評価 
  
 
＊については、p. 96 以降に修士論文要旨を掲載 
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2018年度修士論文・修士研究要旨 
Abstracts of M.A. Theses/Projects 2018-2019 
 
佐田 陸（サタ ヒトシ） 「西フリジア語における完了形の助動詞 hawwe / wêze の選択
に関する研究」 
本稿では，西フリジア語の完了助動詞 hawwe / wêze の選択の原理的説明を試みる．調
査では，KNAW (Koninklijke Nederlandse Akademie van Wetenschappen) 作成の，西フ
リジア語の話し言葉コーパスである Korpus Sprutsen Frysk (以下，KSF) を使用し，完了
形を含む用例を収集した．KSF は，総語数 650,000 語 (総計 65 時間) の話し言葉を書き
起こしたものである．得られたデータを，主に Lieber and Baayen (1997) がオランダ語の
助動詞選択に関して提案した [IEPS] 素性を用いて分析し，西フリジア語の助動詞選択の
原理について考察を行う．そして，この [IEPS] 素性と，Sorace (2000) が通言語的な助動
詞選択に関して提案した助動詞選択階層を用いて，西フリジア語の助動詞選択現象を説明
できることを主張する．ならびに，西フリジア語の助動詞選択を他の言語，とりわけドイ
ツ語，イタリア語と見比べることも可能な限り行う． 
 
中村 京介（ナカムラ キョウスケ） 「長崎県五島列島宇久島野方方言の文法概説」 
本論文では、長崎県五島列島宇久島野方方言 (以下、野方方言) の文法の概要を、記述言
語学の立場から明らかにした。第 1 節では、本研究の導入として、言語の概要と本研究の
概要を示した。第 2 節では、野方方言の音韻論についての概説をおこなった。第 3 節では、
これ以降の文法記述に必要な単位や概念の導入をおこなった。第 4 節から第 6 節では、野
方方言の名詞形態論、動詞形態論、形容詞形態論をそれぞれ概説した。第 8 節では、連体
詞・間投詞・副詞の記述をおこなった。第 9 節では、品詞転換を起こす派生接辞の記述を
おこなった。第 10 節と第 11 節では、名詞句の構造と述語句の構造をそれぞれ示した。第
12 節では、野方方言の構文的特徴を記述した。第 13 節では、複文の記述をおこなった。第
14 節では、意味・談話の面から野方方言の文法記述をおこなった。 
 
橋本 直樹（ハシモト ナオキ） 「トルコ語の補助動詞 -(y) Iver について」 
本論文では、トルコ語の補助動詞の内の一形式 -(y) Iver について扱う。まず補助動詞 
-(y) Iver の意味、形態統語的側面について調査を行い、さらに文法化の度合いという枠組
みで、他の補助動詞との相対的な位置づけを明らかにした。 
 先行研究では、-(y) Iver が表す恩恵性の意味については記述されていないものもある。
さらに、否定接辞に前接する例と後接する例が見られるが、その使い分けは不明瞭である。 
上記の 2 点を明らかにするため、まず-(y) Iver の意味・統語的不安定さに着目した二つの
調査を行い、補助動詞 -(y) Iver の表す機能は本動詞の種類によって影響を受けることを示
した。 
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次に、補助動詞 -(y) Iver, -(y) Agel, -(y) Adur, -(y) Ayaz, -(y) Akal の用例を収集し、比較し
た。結果として、それぞれの補助動詞の使用には一定の傾向が見て取れること、文法化の
程度に差があることを定量的に明らかにした。 
 
石田 智裕（イシダ トモヒロ） 「中国語助動詞“会”の誤用から見る中国語・日本語の未
実現－中国語・日本語の学習者コーパスに基づいた対
照研究」 
本論文は、日本語を母語とする中国語学習者による中国語作文 425 件を所蔵する
「‘Learners’ Error Corpora of Chinese Searching Plat form’（http://ngc2068.tufs.ac.jp/ 
corpus_ch/）」における、「可能性を表す助動詞“会”」の脱落について検証するものである。
最初に“会”脱落が起る文脈及び共起語について考察する。その後、“会”脱落が起った文につ
いて日本語訳を試み、どのような日本語表現と“会”とが翻訳時に対応しているのかを明らか
にする。この検証から、可能性を表す“会”は事象に前後関係があり、ある種の「非現実」の
文脈で使用されること、日本語では「ル形」との対応関係が強く、訳出しづらいことが明
らかになった。最後に、日本語を母語とするペルシア語学習者の誤用分析を参考に、日本
語話者にとって「可能性の標識」が学習困難点であることを明らかにした。結論として、“会”
が使用できないことは、日本語の可能性標識の義務性の低さという特質に影響を受けてい
るとした。 
 
王 清汝（オウ セイジョ） 「日本語と中国語におけるアスペクト表現の文法化―-空間・
時間の認知的視点から―-」 
本論文は「V テイル」と「V 到」を中心にして日本語と中国語のアスペクト表現の文法
化を考察する。 
本論文の目的は、第一に、日本語と中国語のアスペクト表現における文法化がどのよう
異同があるのかを明らかにすることである。 
第二に、日本語母語話者における中国語の「V 到」の誤用の実態と原因を明らかにする
ことである。日本語母語話者は中国語の動補構造を習得する際、動補構造「V 到」の誤用
がもっとも顕著である。「-到」は移動動詞から文法化のプロセスを経て、多項目文法化され
ているが、語彙的な意味が依然として残されている。「V 到」の意味及び用法の複雑性が誤
用に影響を与えないとは言いにくいだろうと考えられる。 
結論としては、第一に、日本語と中国語のアスペクトの文法化のプロセスは相似性が示
されている。第二は、「V 到」の前項動詞のタイプの違いによって、「V 到」と対応する日
本語の形式も違ってくるという傾向が見られる。 
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銭 梦潔（セン メンジェ） 「コーパス分析による日本語複合動詞「～こむ」の用法と
習得」 
日本語には「動詞の連用形＋動詞型」のような複合動詞が数多く存在し、その中で、複
合動詞「～こむ」は最も生産性が高い。しかし、「～こむ」の意味は非常に多様で、学習者
にとって習得は極めて困難である。 
本稿は日本語母語話者と日本語学習者の両方の立場から、「～こむ」の習得状況と使用実
態を明らかにし、言語教育に寄与したい。第一に、学習者コーパスのデータとアンケート
調査の結果に基づいて、学習者の習得状況を解明する。それを踏まえた上で、均衡コーパ
スのデータを基に、「～こむ」と共起する名詞を調べる。そして、中国語の方向補語“～进 jìn”
と名詞の共起を整理し、対照の観点から、「～こむ」の性質を分析する。 
最後に、名詞、格助詞との組み合わせから見た「～こむ」の特徴をクラスター分析で明
らかにし、従来の意味分類との接点や差異を見出し、「～こむ」における用法上の新分類を
提出する。 
 
ファム ティ タイン タオ 「ベトナム語からみた日本語のアスペクト複合動詞」 
本研究は、まず、日本語の複合動詞の後項成分のうち、最も頻度数が高い「～込む」「～
出す」「～上げる／上がる」を取り上げ、日本語とベトナム語との対応関係を考察し、両言
語における対応可能な範囲を明らかにした。次に、第二言語習得の観点から、国立国語研
究所で公開されている「多言語母語の日本語学習者横断コーパス」（I-JAS）を利用し、ベ
トナム人日本語学習者による複合動詞の使用実態を調査した。また、学習者は複合動詞の
産出性が低いといっても、複合動詞を理解していないとは限らないため、「複合動詞文の受
容テスト」を作成し、ベトナム人日本語学習者による理解実態についての調査を行った。
最後に、上記の議論及び分析結果に基づき、ベトナム人日本語学習者向けの教授法への提
言を試みた。 
 
泉田 浩子（イズミダ ヒロコ） 「近世日本における北東アジア認識―明清交替期の韃靼
漂流を中心として―」 
本論文では、明清交替期の韃靼漂流を研究対象として、一六四〇年代を中心に近世日本
で「韃靼」と呼ばれた地域を、幕閣、藩の役人、漂流民がどのような思想的背景から捉え
たのかを明らかにし、その後の「韃靼」呼称の使用の変化を考察した。結論として、一六
四〇年代には清を夷狄＝韃靼とする幕府の夷狄観念が幕藩体制下の共通の認識ではなかっ
たことを明らかにし、また近世中後期になると「韃靼」は地理概念として使用されるよう
になっていくことを指摘した。 
 
テイ コウクン 「近代日本におけるモンゴル認識－美術・音楽を素材に－」 
本論文は日清戦争以降の北東アジア地域の社会情勢を入れながら、美術・音楽という視
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点から近代日本におけるモンゴル認識について検討し、明らかにすることを目的としたも
のである。まず、近代日本とモンゴルの関係を論じた。次に、日本人による写真・ポスタ
ー・絵葉書といった史料を用いて日本のモンゴル認識を検討した。また、日本人により創
作されたモンゴルを題材にした絵画作品や音楽作品を分析し、それらの作品を通して、モ
ンゴルとモンゴル人はどのように描かれていたかを考察した。 
 
南井 美香（ミナイ ミカ） 「言語聴覚療法を用いた日本語音声指導の実践」 
本研究は日本語非母語話者である学習者の単音の誤りに焦点を当て，言語聴覚士が行う
言語聴覚療法の考えに基づいて，その手順・手法を用い，検査，評価，訓練を行った。調
査は JSL，JFL 環境での学習者を対象に問診・検査を行った後，全 5～8 回，個別指導また
はグループ形式で「発音トレーニング」を実践した。訓練終了後，参加者に質問紙調査と
再検査を実施した。その結果，トレーニングは，発音の問題を認識でき，正しい音の出し
方を習得できる内容だったことがわかった。訓練前後の発音を言語聴覚士に評価してもら
い，訓練後の誤り音の数が減少し，発音改善が認められたことがわかった。以上から非母
語話者の発音の誤りが言語聴覚療法の手順・手法によって改善され，日本語教育に応用可
能であることが明らかになった。問診・検査で問題を網羅的に把握し，学習者の特性を考
慮し，訓練を組み合わせ，段階的に進めることが効果的であることが示唆された。 
 
志摩 瞳（シマ ヒトミ） 「トランス・ランゲージング・スペースを活用したネパール
人高校生の日本語作文の教育活動についての考察」 
本研究では、日本のネパール人高校生の作文過程において、彼らが持つ言語資源を活用
することを許容したトランス・ランゲージング・スペース（以下、TLS）を提供し、そのな
かでどのようなトランス・ランゲージング（以下、TL）が起こっているか実態を探り、日
本語作文指導にどのような教育効果が見られるか探ることを目的とした。ネパール人高校
生 3 名を対象に、1）作文 1 回目、2）TLS におけるディスカッション、3）作文 2 回目、4）
内省ディスカッションの手順で調査した結果、思考する・書く・話すなど様々な段階にお
いて母語のネパール語以外にも彼らの持つ言語資源を活用して作文を書いており、TL の特
徴として滞日期間などの 4 大要因や母国での学習言語の影響を受けていることが分かった。
教育効果については、語彙などの量的な面で作文執筆に効果があることが分かったが、生
徒と母語を共有しない教員がどのように指導するかについては今後も検討する必要がある。 
 
朝久 弘崇（アサヒサ ヒロタカ） 「英語を母語とする上級日本語学習者の助数詞「本」
の習得」 
助数詞「本」のような多義語を L2 学習者が学ぶ際、その中心的意味は習得しやすいが周
辺的な意味は習得しづらいといわれている。本研究では、①母語話者と学習者で「本」の
意味構造に違いはあるか、②違いの要因は何か、③それで誤用が生まれることがあるか、
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という研究設問を設定し、母語話者、学習者双方の「本」の習得状況を調査した。結果、「本」
のプロトタイプ・イメージは学習者の方が母語話者のそれよりも限定的であること、母語
話者はすべての用法を少なくとも理解語彙的レベルで習得しているが学習者は習得してい
ない用法もあることが分かった。その要因として、初級教科書で「本」を導入する際扱う
名詞が限られていること、学習者が日本語を学ぶ中でのインプットが足りない用法がある
ことが挙げられる。ただし「本」のある用法を習得していなくとも、学習者は適切な方略
で代わりの助数詞を選択するため、誤用に繋がることは少ないことも分かった。 
 
呉 詩卉（ゴ シキ） 「受身表現に相当する機能動詞結合に関する考察」 
従来日本語の受身表現の考察は形態論と統語論（動詞の形式と名詞の格形式）の面から
多くなされているが、本稿は動詞レル・ラレル形の形態的な特徴をもたない受身表現につ
いて考察した。たとえば、「太郎が花子からさそいをうけた」が挙げられる。本稿では、動
詞「うける」「える」「あつめる」「あびる」の機能動詞用法をめぐって、○1 形態的に共通
部分を持つ動詞レル・ラレル形と交替可能か否か○2 機能動詞と共起する名詞の特徴○3 機
能動詞による受身表現の主語の種類（有情/非情）○4 受身以外の文法機能の兼務○5 他の機
能動詞と交替可能か否かという 5 つの観点から考察した。最後にクラスター分析とコレス
ポンデンス分析を用いて、動詞間の文法的な性格の近さ遠さを考察した。結果からみれば、
受身表現を作る機能動詞の文法的なふるまいは一様ではなく、それぞれの性質を持ってい
るということが分かった。 
 
周 源（シュウ ゲン） 「話し言葉における受身文の日中対照研究―その使用条件を中心
に―」 
本研究は、日中両言語の話し言葉における受身文の使用実態を調査するために、現代日
本と中国のテレビドラマや映画にある受身文を抽出し、その主語と行為者をそれぞれ 12 種
類に分けて実例を挙げながら記述した。また、今回の調査結果に基づいて日本語と中国語
の話し言葉における受身文の類型と受身文の主語・行為者の有生性との関係についても考
察を行った。 
 
李 曉晴（リ ギョウセイ） 「日本語におけるノダ文及び対応する中国語表現について」 
本研究は『砂の女』『黒い雨』『錦繍』の 3 冊の小説から収集した 874 のノダ文をもとに、
日本語におけるノダ文及び対応する中国語表現について考察を行った。結果として、まず、
ノダ文の複数の語用論的機能において、「状況説明」「理由･原因･根拠」「発見」がノダ文の
最も一般的な用法であるということが分かった。そして、ノダ文の意味・機能と中国語表
現との間の具体的な対応関係として、具体的にノダ文の各意味･機能のいずれも無標識の文
に対応する傾向が最も強いが、有標識の文に対応する場合、「状況説明」「理由･原因･根拠」
「強調」「告白」「教示」「換言」及び「再認識」のノダは“(是)……的”に、「命令」「発見」の
＜彙報＞2018 年度修士論文・修士研究要旨 
- 101 - 
ノダは“是……”に、「決意のノダ」は助動詞に最も強く対応し、反対に、“(是)……的”、“是
……”は「理由･原因･根拠のノダ」に、助動詞は「決意」のノダに、語気助詞においては「発
見」のノダに最も強く対応することが見られる。 
 
孫 篠雨（ソン ショウウ） 「中国人日本語学習者における「そうだ」「ようだ」「らし
い」の習得状況について―アンケート調査の結果を通して―」 
本研究は、中国人日本語学習者を対象に、「そうだ」「ようだ」「らしい」について、それ
らの各機能に関するアンケート調査を行い、彼らの「そうだ」「ようだ」「らしい」の習得
状況を分析・考察したものである。本研究では、中国国内の中国人日本語学習者に焦点を
あて、彼らの「そうだ」「ようだ」「らしい」の習得状況を機能別に分析し、中国国内の中
国人日本語学習者の習得状況を明らかにした。まず、中国人日本語学習者は［様態］の「（し）
そうだ」の習得度が最も高く、学習過程において最も印象に残っていることが考えられる。
また、中国人日本語学習者にとって「（し）そうだ」と「ようだ」の使い分けが難しいこと
が明らかになった。記述問題では中国人日本語学習者は「そうだ」「ようだ」「らしい」に
ついてある程度の用法についての知識を持っているが、正しく把握していないことが明ら
かになった。 
 
銭 婉婷（セン エンテイ） 「接触場面における終助詞「ね」「よ」「よね」の使用状況―
機能分析を中心に」 
本研究の目的は、今までの終助詞「ね」「よ」「よね」に関する研究を整理し、それらの
機能分類を分析の枠組みとして、中国国内と日本国内における接触場面と母語場面の自然
会話データの分析を行う。中国国内と日本国内という接触場面における中国人日本語学習
者の終助詞の使用頻度の状況、機能の使用状況を男女別に分けて比較し、日本語母語話者
との違いを明らかにする。その結果、中国人日本語学習者は日本語母語話者より「よね」
の使用が少ない。また、両方とも同じく「ね」の「聞き手への同意を示す、または同意を
求める」、「話し手の認識としての判断を示す」機能を多く使用しているが、女性の日本語
母語話者は「発話内容の確認を求める」の機能も多用している。最後に、終助詞の使用実
態を基に、中国人日本語学習者における終助詞の使用問題を取り上げる。その結果から中
国人日本語学習者が終助詞「ね」「よ」を多用している原因を推測する。 
 
栗山 直樹（クリヤマ ナオキ） 「村上春樹作品における「やれやれ」の変遷について」 
本論文「村上春樹作品における「やれやれ」の系譜」は、村上春樹が作中で多用する感
嘆詞・「やれやれ」がどのような状況で使用されているかについて分析したものである。論
文では、『1973 年のピンボール』で「やれやれ」が「ピンボールの集金人兼修理人」を描写
する際に初めて使用されていたことを指摘し、三部作においては僕と鼠の分裂を示唆する
用語として使用されたことから議論を開始した。『羊をめぐる冒険』で僕は「やれやれ」が
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自分の口ぐせとなっていることを自覚した。村上作品では、拒否できない要請を受容せざ
るを得ない状況に受容的になることが「やれやれ」の使用を促す大きな要因として作用し
ている。この傾向は、三人称の語りを部分的に導入した『海辺のカフカ』で変質する。村
上の語り手・「僕」と「やれやれ」の結びつきの強さが崩れ、「やれやれ」の受容性は希薄
化し、田村カフカの思考や行動を承認するだけの言葉として作中で使われるのみとなる。 
 
柴 暁瑋（サイ ギョウイ） 「村上文学における神話的叙述一考―作品が語る冒険から見
る自我構築」 
本稿は、村上春樹の初期三部作(『風の歌を聴け』、『1973 年のピンボール』『羊をめぐる
冒険』)、『海辺のカフカ』と『1Q84』を研究対象とし、神話的着想とその象徴性という視
点から、村上春樹の作品世界における魅力と独創性を考察するものである。また、村上文
学における神話的着想を考察する上で見過すべきでない点として、『羊をめぐる冒険』、『海
辺のカフカ』、『1Q84』などでは、村上の作家としての経歴において画期をなしてきた小説
には必ず登場する、「父性」というキーワードであるこれらはつねに大事なテーマであり、
そしてここに挙げた三長編はすべて〈王殺し＝父殺し〉の話型を持っており、〈王殺し〉あ
るいは〈父殺し〉の主題が、村上作品を考える上で重要な問題となる。本文では、第一章
から第三章かけて〈王殺し＝父殺し〉を軸に、村上文学における神話的着想と登場人物や
ことにまつわる象徴性を論述する。 
 
チャラゴヴァ マリア ペトロヴァ 「夏目漱石の『こころ』とドストエフスキーの『白
痴』における愛のかたち」 
本論文は、夏目漱石（1867 年～1916 年）の『こころ』とドストエフスキー（1821 年～
1881 年）の『白痴』における愛のかたち及び登場人物の心理の類似性を明らかにしたもの
である。 
漱石におけるドストエフスキー受容については、古くから論じられてきたが、本論文で
は、漱石とドストエフスキーにおける問題意識の共通性による『こころ』と『白痴』の内
実の近似性に焦点を当てる。いずれも恋愛を軸にした小説ではあるが、純粋な恋愛小説と
は言い難い。むしろ、愛が引き金となって生じる一連の悲劇を通して、近代化の時代にお
ける人間関係の有り様が映し出されているということができる。よって、本論文では、『こ
ころ』と『白痴』における愛のかたちがどのように近代日本とロシアの現実を反映してい
るかについて検証する。 
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李 超宇（リ チョウウ） 「日中同形の二字漢語における品詞の相違に関する考察 -中国
語の形容詞と同形である日本語のサ変動詞の語構成的・意味的
特徴を中心に-」 
本研究の目的は、中国語の二字形容詞と同形である日本語の二字漢語のうち、中国語の
形容詞とは品詞にずれが生じ、日本語においてサ変動詞となるものの語構成的・意味的特
徴を明らかにすることである。第 1 章では研究の目的・研究対象を述べ、第 2 章では先行
研究の問題点について述べた。第 3 章では中国語の二字形容詞と同形である日本語の二字
漢語を抽出し、品詞分布の全体像を明らかにした。第 4 章〜第 6 章では抽出した二字サ変
動詞に見られる語構成的・意味的特徴、サ変動詞として使用される頻度、及び日本語教育
の観点から見た難易度について述べた。第 7 章ではまとめとして、中国人日本語学習者に
とって、誤用を防ぐためには、抽出したサ変動詞に特徴的に見られる語構成とその意味分
野に注意する必要があること、及び今後の課題として、誤用の生じやすい語をリスト化す
ることとサ変動詞以外の誤用の生じやすい品詞についても考察が必要であることを述べた。 
 
程競儀（テイ キョウギ） 「学習者は教師からの作文フィードバックをどう活用するか ―
中国人中級日本語学習者への考察を中心に―」 
本研究では、JSL 環境における中国人日本語学習者の作文作成における修正の過程に焦
点を当て、教師による作文のフィードバック（以下、FB）について、学習者がどのように
利用し、修正しているのか、教師はどのような FB をしているのかを検討するために、中国
人中級日本語学習者 10 名を対象に調査を行った。その結果、1）文法・語彙において、修
正の FB が最も多かったが学習者にとって理解できないこともある。表記に関しては、修正
とコメントの FB が多く占められており、修正成功率が最も多かった。内容・構成において、
コメントの FB が多数である。2）全体から見ると、「修正試行」の場合は、新たな誤用が生
じたりすることがある。教師による FB に対する「削除」の行動は実際に文章改善の結果で
ある。「放置」の場合は、ほとんど修正の対策が見つからないことである。3）FB がない場
合でも、自己修正によって、よくなる事例も悪くなる事例もあることが分かった。 
 
葉 綺晴（ヨウ キセイ） 「中国語を母語とする日本語学習者の助数詞習得に関する研
究 －「つ」・「個」のとらえ方を中心に－」 
本研究では、アンケート調査とフォローアップ・インタビューを通して、中国語を母語
とする日本語学習者（Chinese Learners of Japanese, 以下 CLJ）における助数詞「つ」と
「個」のとらえ方を考察した。考察の結果、CLJ は「つ」と「個」の用法について十分に
把握しておらず、また CLJ における「つ」・「個」で数える物のプロトタイプはいずれも日
本語母語話者と異なり、「つ」については「抽象的な事物」、「三次元的な物体」、及び「形
がつかみにくい物」に分散しており、「個」で数えるものは、「小さくて丸い三次元的な物
体」であることが分かった。また、CLJ が日本語の助数詞を用いる際、母語の量詞“个”（ge4）
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はあまり影響を与えておらず、調査協力者である2年生と3年生のCLJにおける「つ」・「個」
の各用法についてのとらえ方には、多くの場合、差は見られず、学習時間数の違いは影響
を与えていないと考えられることが分かった。 
 
楊 詩雨（ヨウ シウ） 「日本語の口頭発表におけるフィラーに対する評価」 
本研究では、日本語の口頭発表においては、日本語母語話者と中国語母語話者が発表者
のフィラー使用に対し、どのように評価しているのかを明らかにすることにした。 
その結果、使用されたフィラーの種類の偏りが強いほど、評価に与える負の影響が強くな
ることが、日本語母語話者評価者と中国語母語話者評価者に共通していることがわかった。
そして、日本語母語話者の評価者は発表者の発音に影響され、フィラーに対する認識度が
変わるのに対し、中国語母語話者の評価者は自分の使用経験に影響されて、フィラーに対
する認識度が変わることがわかった。さらに、フィラーが多いと、日本語母語話者の評価
者が発話全体に負の評価を与える可能性があり、フィラーが少ないと、中国語母語話者の
評価者の評価に負の影響を与えることが明らかになった。なお、中国語母語話者はフィラ
ーを評価する際に母語の影響を受けている。 
 
李 肇馨（リ チョウケイ） 「コミュニケーション能力を向上させるための教室活動の
検証―学習者の内省活動に基づいて―」 
本研究では、中国の某大学の日本語学科 3 年生を対象とし、ロールプレイの「セルフ内
省」と「ピア内省」の両方の内省活動を取り入れた会話授業をデザイン・実践し、そこか
ら得られたデータの分析によって、内省活動の有効性を検証した。その結果、学習者は「セ
ルフ内省」の際に、ロールプレイでの事実や感情などの「タスクの遂行プロセス」に対す
る内省観点を一番多く記述したことが分かった。また、「ピア内省」での話し合いによって、
内省促進の機会を作り出すことが分かった。そして、授業のアンケートの結果から、学習
者は内省活動を通し、自分の不足点や良い点を気づけるなどの認知面でのメリットがある
と思ったが、自分の内省の状況を教師からの指摘を期待していることが分かった。 
 
鄭 雨詩（テイ ウシ） 「中国人日本語学習者のあいづちの使用実態の研究 −日本語母
語話者の評価から−」 
本研究では、中国人上級日本語学習者のあいづちの使用実態に着目し、言語的あいづち
と非言語的あいづちの二つの側面から日本語母語話者による評価視点を分析した。まずは、
中国人日本語学習者と日本語母語話者の初対面の自由会話の場面を設定し、中国人日本語
学習者のあいづちの使用にどのような特徴があるのか、その実態を明らかにした。そして、
会話参加者のフォローアップインタビューと第三者である日本語母語話者からの評価視点
を分析し、中国人日本語学習者にどのような印象を持つか、どのような点に着目し評価し
ているのかを明らかにした。最後に、評価の分析結果に基づいて、中国人日本語学習者の
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あいづちの不足点を考察し、日本語教育の現場でどのような指導を行うべきか、日本語の
会話教育への提言を行った。 
 
ウィモンサラウォン・アパポーン 「日タイ接触場面の日本語会話における言いさし発話
の分析」 
本研究では、日タイ接触場面の日本語会話における言いさし発話の使用について、会話
データとフォローアップ・インタビューを基に分析した。その結果、言いさし発話に【会
話の構築】の目的で７つの機能、【人間関係への配慮】の目的で６つの機能が見られた。【会
話の構築】の目的で、タイ人日本語学習者は自分の理解を確認したり、言語的な問題の処
理をしたりするために言いさし発話を会話ストラテジーとして多用しているが、自信のな
い気持ちを示したり、相手の発話を促したりするために言いさし発話を使用する傾向が見
られなかった。一方、【人間関係への配慮】の目的で、タイ人日本語学習者は相手を傷つけ
ないために言いさし発話を使用しているが、否定的な話のフォローの機能と、相手との距
離を短縮させるための肯定的な話の表明、肯定的な話に対する共感の表明、楽しい場づく
りの機能を持つ言いさし発話を使用することが難しいということが明らかになった。 
 
折田 知之（オリタ トモユキ） 「日本語表記の多様性―並列表記(振り仮名)による表現性
を中心に―」 
本研究は、振り仮名を用いた表記(並列表記)から、多様な日本語表記において「表現性」
をゆたかなものにしているものの特徴を明らかにすることを目的とした。まず、研究の背
景として、文字の本来の役割を確認した上で、日本語表記がなぜ多様になったのか、どの
ように多様なのかを明らかにした。次に、並表記主体以外(＝読み手)の立場で、主従関係以
外の観点から並列表記の用例を観察することを課題として設定し、「青空文庫」の文学作品
からその用例を収集した。考察の方法としては、最初に文字体系の組み合わせによる用例
の分類を試みた。次に、並列表記において仮名表記語が読みを示していると判断できるか
どうかで機能が大きく変わることを確認した。特に仮名表記語が読みを示しているとは限
らない場合、ⅰ 異なる語種による表現の重層化、ⅱ 発話・発音、ⅲ 対象の特定化、ⅳ 対
訳といった役割を果たしていることを述べた。 
 
井澤 弘子（イザワ ヒロコ） 「ヘノ格についての一考察」 
「京都へ移動する。」「京都に移動する。」では格助詞「へ」と「に」の違いは殆どない。
しかし、「にの」の形は存在しないので、名詞化すれば共に「京都への移動」となる。この
ように、「への」で結びつく連体修飾の関係をヘノ格と呼ぶ。ヘノ格は、単に「へ」と「の」
が結びついたものではなく、連用格のヘ格よりも広い領域を担っている。ヘ格の動詞文の
全てだけでなく、ニ格の多くとヲ格の一部も担っている。従来、思考・判断・感情を表す
ヲ格の動詞文については言及されてきたが、それ以外の場合でも、例えば「難民を支援す
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る。」が「難民への支援」にもなることに注目した。また、「退院後の生活環境の変化への
準備」は「退院後の環境変化を準備する」とはいえず、「退院後の環境変化にむけて準備す
る」となるように、ヘノ格の領域は、格助詞の範疇を越えて、複合助詞の範囲にまで広が
っているといえることについて、論じた。 
 
小林 ゆかり（コバヤシ ユカリ） 「格助詞と接続助詞の連続性―「のが」を中心に―」 
本研究では、格助詞から接続助詞への連続性を考察することを目的として、名詞性を持
つ「の」+格助詞「が」でありながら、「のが」で一つの接続助詞のように捉えられる以下
のような「接続助詞的な「のが」」の節の文を考察した。 
(1)昨日は晴れていたのが、今日は大雨になった。(作例) 
CD-ROM 版『新潮文庫の 100 冊』中の、接続助詞性の程度の異なる 232 例の「のが」節文
を対象とし、形態的特徴、主節述語の特徴、構文的特徴、意味的特徴の観点から分析した。 
 調査の中で「のが」節文の主節述語動詞に無意志の自動詞が現れやすいという特徴が観
察されたことから、文全体で主体そのものの無意志的な動きや変化を表す傾向があると考
え、それに加えて、「のが」前後の独立や、「のが」節と主節とで時間の前後関係が現れる
こと、変化の意味を含む主節述語が現れることが関係し合うことで「のが」が接続助詞に
近接し、文全体で対比関係や単純接続を表すようになると考察した。 
 
李 曉曄（リ ギョウカ） 「中国における日本語学習者の動機づけの変化とその要因－
自己決定理論の視点から－」 
本研究は中国人日本語学習者を対象に、日本語学習における 3 つの心理的欲求の充足程
度と動機づけについて、調査し、動機づけの変化とその要因を検討した。 
実際に得られた調査データに基づき、考察したところ、以下のことがわかった。 
（1）中国人日本語学習者は自律性、有能性、関係性の 3 つの要因を互いに関連させ合いな
がら、日本語学習への心理的欲求を満たす。 
（2）中国人日本語学習者の動機づけは自己決定理論で想定されるように、無動機、外的調
整、取り入れ的調整、同一視的調整、内発的動機づけという順に、連続体を構成している。 
（3）全体的な傾向の視点から見ると、中国人日本語学習者の日本語学習において、3 つの
心理的欲求がそれぞれ高まるにつれて各動機づけタイプは連続体を構成している。 
（4）個人差の視点から見ると、3 つの心理的欲求、自律性欲求、有能性欲求と関係性欲求
のいずれも、日本語学習の動機づけの高さと強くかかわっている。 
 
中村 彩希（ナカムラ サキ） 「留学生にとっての「居場所」とは-国費外国人留学生へ
のインタビュー調査から-」 
本研究では、国費外国人留学生の生活を居場所という観点から捉え直し、その実態を明
らかにすることを目的に、都内の大学院に在籍する国費研究留学生４名を対象にライフス
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トーリーインタビューを実施した。本研究の結果、居場所は、「a.精神的な安定を得られる
居場所」「b.自分らしくいられる居場所」「c.活躍できる居場所」「d.自分の興味を共有できる
居場所」「e.母国の文化を体感できる居場所」「f.勉強のための居場所」「g.成長できる居場所」
という７種類に大別でき、調査協力者４名は共通して、居場所を「精神的な安定を得られ
る場やコミュニティ」と捉えていることが明らかになった。さらに、日本と母国に複数の
居場所が存在することや一人という個人や SNS が居場所になることも明らかになった。ま
た、居場所は、国費研究留学生の精神的な安定を支えるとともに、適当な居場所があるこ
とは、留学生活への満足度に何らかの影響を与えうることが示唆された。 
 
金 蝶（キン チョウ） 「日本古典詩歌における植物表現の比較文学的研究―いわゆる四
君子の表現を中心に―」 
「四君子」である梅、蘭、竹、菊は中国人が好む植物群のひとつであり、中国文化にて
重要な地位を占めている。先秦時代から文人たちに注目されるようになり、中国古典詩歌
における典型的なイメージとして扱われる。その一方で「四君子」は日本の和歌で歌人た
ちに好まれてよく詠まれた題材としての一面も存在する。しかし、恋歌にて用いられた梅、
蘭、竹、菊のイメージは漢詩文のイメージとは違ったものであった。そこで恋歌における
梅、蘭、竹、菊のイメージは漢詩文の影響をどのように受容し、さらにはそれがどのよう
に変容していったのかという問題点として扱い、梅、蘭、竹、菊のイメージの経緯を植物
毎に考察する。恋歌における「四君子」の梅、蘭、竹、菊はそれぞれ独自した傾向にある
ことから考えられ、このような傾向はおそらく、日本語という言語的な特性、つまり、歌
の修辞法としての「縁語」と「掛詞」により導き出された趣向であると考えられる。 
 
姜 可迪（キョウ カテキ） 「源氏物語論―和漢比較文学的な視野による女君の死と子孫
への継承の考察」 
源氏物語には多くの女性が登場し、彼女らのあり方を描く場面の中で、人生の結末であ
る死とその中に含まれた深い意味が非常に重要な研究課題である。本論では、夕顔－玉鬘
母子を中心として平安朝の女君の死後に残された子どもに注目し、和漢比較文学的な視野
によって母の死と子どもへの継承を考察した。夕顔－玉鬘母子の継承と対照的に、唐代伝
奇における崔鶯鶯及び任氏の子どもは全く描かれていない。それは平安朝の日本の公家社
会における「子女入内」という意識から女君への重視と、唐代の中国の儒家社会おける「男
性服従」という思想から女性への軽視に帰因すると考えた。公家社会で、子女入内によっ
て実権を握るために女君及びその子どもまでの力が不可欠である一方、儒家社会で、女性
が男性の機嫌を取る物とされ、あまりに力を発揮する余地がないからである。最後に平安
時代に子どもが母とともに家族を振興するという責任を担っていることを論証した。 
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二階 健次（ニカイ ケンジ） 「雲玉和歌抄とその時代； 人物と詞書にみる中世和歌
の一齣」 
『雲玉和歌抄』は永正十一年（一五一四）に下総国の領主・千葉勝胤の要請で衲叟馴窓
という出自不明の歌僧によって編纂された私家集である。全五八一首を収録し、その詞書
から当時東国に流布していた説話や寺社縁起を基にした作歌活動として注目される。そこ
で抄の舞台となったあづまの諸問題、編者である衲叟馴窓の出自問題、さらに道灌謀殺を
巡る時局の展開から勝胤の佐倉歌壇の活動を調査し、武士がなぜ歌を詠むのかを考察した。
そこには東国の覇者千葉宗家が平将門に由来する妙見神を一族の氏神としたこと、古河公
方を巡る香取内海（印旛沼）の水運拠点の獲得を巡る争いを背景としたこと、さらに抄に
登場した東常縁、太田道灌、木戸孝範等の武家歌人は下総千葉氏の敵方の武将であったが、
千葉氏内訌が齎した武蔵千葉氏と対抗するため、下総千葉氏の結束を和歌によって図ろう
とした勝胤の意図等に注目して論じた。付論に、抄の「序」の訳注を試みた。 
 
 
 
 
